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　下記の意見書を国の関係機関などに提出しました。詳しい内容は、市議会ホー

ムページをご覧ください。
　● 受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書
　● 食品衛生管理の国際標準化を求める意見書
　●「全国森林環境税」の創設に関する意見書
　● 市町村道路関係予算の確保及び道路整備に係る補助率等の嵩上げ

　 措置の継続を求める意見書

請願の審議結果

可決した意見書

同意した人事案件

委員会の委員長・副委員長が、変更になりました。

議会運営委員会等の委員に変更がありましたので、再度掲載します。

■議会運営委員会 ■各派代表者会議 ■広報委員会

委 員  長	 田角　悦恭

副委員長	 柄沢　髙男

委      員	 伊藤　敦博

    〃	 小野　聡子

    〃	 時田　裕之

    〃	 追川　徳信

    〃	 根岸　赴夫

    〃	 堀口　　順

    〃	 松本　賢一

    〃	 木暮　孝夫

    〃	 白石　隆夫（副）

　提出された下記の請願を審議した結果、賛成少数で

不採択となりました。
　● テロ等準備罪（共謀罪）を新設した改正組織犯罪

　 処罰法の成立に講義し、廃止を求める意見書の採 

　 択について

● 教育委員会委員	 清
し み ず

水　久
く み

美　氏

● 高崎市等公平委員会委員	 柳
やなぎ

　　敏
としあき

明　氏

● 人権擁護委員候補者	 小
こ し ば

柴　孝
た か こ

子　氏

議   長	 青栁　　隆

副議長	 白石　隆夫

構成員	 時田　裕之

　〃	 追川　徳信

　〃	 新保　克佳

　〃	 依田　好明

　〃	 渡邊　幹治

　〃	 丸山　　覚

　〃	 根岸　赴夫

　〃	 松本　賢一

　〃	 柄沢　髙男

　〃	 高橋 美奈雄

委 員  長	 根岸　赴夫

副委員長	 依田　好明

委      員	 後藤　　彰

    〃	 中島　輝男

    〃	 清水　明夫

    〃	 丸山　　覚

    〃	 長壁　真樹

■保健福祉常任委員会

委 員  長	 後閑　賢二

■子育て支援・人口減少対策特別委員会

副委員長	 寺口　　優

各常任委員会及び都市集客施設建設特別委員会に
おいて、付託された議案などを審査しました。
質疑・答弁の一部を掲載します。委員会審査

総務教育常任委員会

都市集客施設建設特別委員会

市民経済常任委員会

保健福祉常任委員会

建設水道常任委員会

質疑　高崎ブランド・シティプロモーションの成果
は。
答弁　これまでさまざまなキャンペーン活動を行っ
てきたが、さらなる知名度向上を図るために広告代
理店に委託して、新たな角度からプロモーション活
動の検討を行った。その結果、高崎の食にスポット
を当て、インターネットを活用して全国に発信して
いくことになった。
質疑　老朽化が進む消防分団詰所の建て替え実績と
今後の計画は。
答弁　平成25年度から28年度まで吉井方面隊第４
分団、第５分団の詰所の建て替えを行った。29年
度は老朽化の激しい東部方面隊第１分団詰所の庁舎
設計と地質調査を実施し、30年度は建て替え工事
に着手する予定である。

質疑　青年就農給付金の内容と成果は。
答弁　収入が安定しない就農初期段階にある45歳
未満の新規就農者に対して、１年間で最大150万円、
最長で５年間の経済的支援を行うことにより、就農
の定着を図るものである。累計で35人が給付を受
け、定着率は97％となっている。
質疑　後期高齢者医療保険料の2年に1度の改定で、
1人当たりの保険料の推移は。
答弁　平成20年度の保険料の均等割は３万9,600円、
22年度は据え置き、24年度は４万2,700円に改定
した。26年度の改定で4万3,600円となり、28年度
は据え置きとしている。

質疑　高崎アリーナの一般の予約方法はメールであ
るが、市のシステムを使って予約できる見通しは。
答弁　高崎アリーナは、大きな施設であるため、一
般の利用は２カ月前から申し込みを受け付け、審査
の上、利用を決定している。しばらくは、この形式
で行いたい。

質疑　案内看板等設置工事では、どんな看板を設置
したのか。
答弁　高崎アリーナの名称をＰＲするための看板の
他、施設周辺や高崎駅のペデストリアンデッキに道
案内のための看板を設置した。

質疑　看護師就職促進事業による学生や有資格者の
病院施設見学や就職ガイダンスへの参加状況は。
答弁　平成28年度における病院施設見学・就職ガ
イダンスの参加者は32人であり、参加者からは、
参加したことにより就職につながった等の意見があ
った。
質疑　市民後見人の育成と実働状況は。
答弁　平成24年度に27人、28年度に26人、合計
53人の市民後見人を養成しているが、辞退もあり
現在は37人となっている。
養成後に研修を行っている
が権利関係や財産の処分な
ど専門性の高い案件も多い
ことから、実働している人
数は５人である。

質疑　高崎駅西口ペデストリアンデッキの高島屋へ
の導入口は。
答弁　ペデストリアンデッキと高島屋の２階のデッ
キの高さに違いがあるため、スロープでつなぐとと
もに高島屋がエスカレーターを設置する予定である。
質疑　住環境改善助成事業の成果は。
答弁　この事業は、住宅の長寿命化や居住環境の改
善を図ると同時に市内業者の仕事を増やすことを目
的としている。
工事額は、毎年９億円前後
で大きな経済効果を生み出
している。

市民後見人養成講座

リフォーム後の浴室


